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〈編集後記〉 

東西冷戦が終わりを告げ、日本ではバブル経済がはじけてのちの 1990 年代以降、経済のグ

ローバル化の進展とともに、国内・国際間の格差が顕在化してきている。人が「格差」を表象

するとき、一律ではない。現代は、様々な次元で格差が拡大し、社会の様相を変えてきている。

社研はこの現象をより明確に描き出し、ひいてはその問題を克服する方向を考察するために、

「格差の諸相」をタイトルとした公開シンポジウムを行った。多摩区・3 大学連携協議会の後

援を得て、70 名の出席者によって成立。 

講師には、様々なメディアを通じて「分断社会」について論じ、注目を集めている慶応大学

（財政社会学）の井手英策氏を招き、加えていずれも専修大学経済学部に所属する社研所員、

福島利夫、高橋祐吉、小池隆生の三所員にそれぞれの専門から「格差」について論じてもらっ

た。今回の月報はその記録である。 

幸いなことに、4 人の講演はどれも興味深く、全体として内容が少しずつ重なりながら、緩

やかに統一されたものとなった。ぜひシンポジウムの全体の概要をご覧いただきたい。 

（S.M.） 
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